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明
治
三
年
七
月
十
二
日
（
一
八
七
〇
年
八
月
八
日
）
、
「
学
制
御
改
正
二
付
当
分
本
校
被
止
候
事
」
と
云
う
達
が
政
府
か
ら
大
学
本
校
に
下
さ
れ
た
の
は
、
大
丞
楠
田
英
世
、
少
丞
小
松
彰
が
南
校
の
洋
学
教
官
と
謀
っ
て
洋
法
に
傲
っ
て
学
則
を
定
め
よ
う
と
し
、
別
当
松
平
慶
永
、
大
監
秋
月
種
樹
、
弁
事
田
中
不
二
麿
等
も
そ
の
説
に
賛
成
し
て
、
大
学
全
体
を
挙
げ
て
漸
次
、
こ
れ
を
洋
風
に
改
め
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
皇
漢
学
者
は
挙
っ
て
洋
式
学
制
の
採
用
に
反
対
し
、
少
監
島
義
勇
、
参
与
副
島
種
臣
が
こ
れ
に
賛
成
し
て
、
大
学
内
部
で
学
制
に
対
し
て
二
派
が
対
立
し
た
た
め
で
あ
る
。
　
翌
十
三
日
、
判
官
以
下
諸
役
員
の
免
職
、
生
徒
の
退
学
の
儀
を
達
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
復
興
以
来
、
僅
か
に
二
年
有
余
で
大
学
は
内
部
の
風
潮
が
激
化
し
た
結
果
、
遂
に
閉
鎖
さ
れ
、
大
学
に
統
轄
さ
れ
た
南
校
と
東
校
が
再
び
独
立
す
る
に
至
っ
た
。
但
し
、
記
録
類
に
徴
す
る
と
、
明
治
四
年
七
月
十
八
日
（
一
八
七
一
年
九
月
二
目
）
、
丈
部
省
を
設
け
ら
れ
る
ま
で
、
な
お
、
大
学
は
吏
員
を
存
置
し
、
事
務
を
執
行
し
た
も
の
と
見
え
、
同
目
、
再
び
大
学
に
対
し
て
「
大
学
廃
セ
ラ
レ
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
、
且
つ
「
大
学
ヲ
廃
シ
文
部
省
ヲ
被
置
候
事
」
と
布
告
さ
れ
た
。
　
こ
こ
で
、
図
書
及
び
新
聞
紙
出
版
の
管
轄
、
学
校
・
病
院
等
の
管
轄
述
べ
る
と
、
明
治
初
年
に
お
い
て
は
教
育
学
問
に
関
す
る
中
枢
機
関
と
し
て
特
設
さ
れ
た
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
、
昌
平
校
（
大
学
校
、
大
学
）
を
し
て
教
学
の
中
枢
機
関
と
し
て
の
作
用
を
な
さ
し
め
た
。
即
ち
一
は
図
書
及
び
新
聞
紙
の
検
閲
に
関
す
る
件
で
、
他
は
学
校
・
病
院
等
を
管
轄
す
る
件
で
あ
る
。
　
元
来
、
出
版
に
つ
い
て
は
幕
末
期
以
来
、
蕃
書
調
所
の
取
扱
う
と
こ
ろ
で
、
長
崎
に
お
け
る
出
版
物
も
安
政
五
年
以
来
、
蕃
書
調
所
に
回
送
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
安
政
六
年
の
『
和
英
対
話
集
』
出
版
以
後
は
蕃
書
調
所
頭
取
古
賀
謹
一
郎
の
見
改
め
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
既
に
記
載
し
た
医
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
が
、
こ
こ
で
文
部
省
に
移
管
さ
れ
た
医
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学
校
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
節
と
設
け
て
置
い
た
の
で
、
そ
の
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
第
八
節
参
照
。
）
　
大
学
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は
長
崎
県
医
学
校
は
病
院
と
と
も
に
文
部
省
の
管
轄
に
入
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
前
記
、
明
治
三
年
七
月
十
二
日
の
学
制
改
革
に
伴
う
大
学
の
業
務
停
止
か
ら
、
大
学
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
明
治
四
年
七
月
十
八
日
ま
で
の
約
一
年
間
は
、
長
崎
県
医
学
校
は
そ
の
病
院
と
と
も
に
長
崎
県
の
形
式
的
な
管
理
を
受
け
、
し
か
も
実
質
的
に
は
大
学
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
云
え
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
中
央
政
府
部
内
の
混
乱
は
、
長
崎
医
学
校
及
び
病
院
と
は
当
時
と
し
て
は
、
殆
ん
ど
関
係
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
中
央
政
府
部
内
の
勢
力
争
い
が
、
強
い
影
響
を
示
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
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第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
